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論文審査の要旨 

 

加齢黄斑変性症は、加齢に伴い発症し失明原因として重視される。その前駆病変として

網膜色素上皮の色素異常が報告されいる。本研究では、本症のリスク因子とされる喫煙

に関して、喫煙成分のハイドロキノンの iPS 由来網膜色素上皮細胞への影響を in vitro で

検討した、その結果、短期処理では色素産生関連遺伝子の発現抑制と色素産生の低下が

見られたが、長期処理では色素産生は増加した。ハイドロキノン処理により、青色可視

光の吸収は低下し VEGF-A 発現が亢進した。これらのことから、喫煙により、網膜色素

上皮の色素異常が惹起され、異常血管生成の原因となることが示唆された。 

 公聴会では、加齢黄斑変性症の発症リスクと人種差、ならびに、本研究の今後の展開

に関する質問に対して、アジア人では滲出型主であるのに対して白人では萎縮が主であ

り、色素変動の差異が脈絡膜からの血管新生に関与する可能性があること、および、ハ

イドロキノン投与と青色光照射により加齢黄斑変性の疾患マウスを樹立できる可能性

があることなど、適切な回答がなされた。 

 本研究は、加齢黄斑変性症における網膜色素上皮の障害機序の解明につながると同時

に、ハイドロキノンを用いた疾患モデル動物の樹立の可能性を示しており、同症の治療

開発に重要な研究と見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに視覚統合医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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